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「阿万の石積み塀」兵庫県神戸市 中島秀幸氏撮影 （第２回淡路島景観フォトコンテスト 優秀賞受賞作品） 

阿万地区では、石積み塀が良く残り独特の景観をつくりだしています。 

阿万地区の近くを流れる本庄川水系では、江戸時代後期から明治前期にかけて開墾が進められまし

た。開墾の際に出た大量の石を荷馬車で集落まで持ち帰り、社寺や民家の敷地を囲う塀に利用したと

伝えられています。阿万地区にある萬勝寺には、明治 34 年、寺の塀を石で築いたとの記録も残って

います。 

阿万地区の石積み塀は、淡路島の風土に適した素晴らしい景観です。 

 

【景観の特徴】 □ 自然がつくりだす景観 

□ 歴史がつくりだす景観 

□ 生活・文化がつくりだす景観 

□ 新しくつくりだす景観 

【ア ク セ ス】 

神戸淡路鳴門自動車道西淡三原 ICから県道 31号線、

県道76号線を南下。車で約40分。 

 地図出典：国土地理院発行２万５千分の１地形図
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